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１章 関数                      Z－１－1 

1. 分数関数と無理関数 

 𝑦 = 
𝑎

𝑥−𝑝
 +𝑞 は漸近線が 𝑥 =（   ）, 𝑦 =（   ）              

で, (𝑥 , 𝑦) = (0 ,                  ) を通る直角双曲線   

 

 𝑦 = 
𝑎𝑥+𝑏

𝑐𝑥+𝑑
  は漸近線が 𝑥 =（   ）, 𝑦 =（   ）                           

で, (𝑥 , 𝑦) = (  0  ,                ) , (                 , 0   ) を通る直角双曲線 

 

 𝑦 = √𝑎(𝑥 − 𝑝) + 𝑞 は頂点 (𝑥 , 𝑦) =（  ,  ）の半放物線 

 

2. 不等式とグラフ           𝑦 = 𝑓(𝑥)  グラフが左のようになるとき 

          𝑦                𝑓(𝑥) ≧ 𝑔(𝑥) をみたす 

                          𝑥 の範囲は 

                    𝑦 = 𝑔(𝑥)  （           ） 

 

                 

                            

          

                               𝑥 

 

            𝑥 = 𝛽 

 

 

＜チェック問題＞ 

 

1.  𝑦 = 
2𝑥−5

3𝑥+1
 のグラフをかき , 漸近線を答えよ. 

2.  𝑦 = −√𝑥 + 2 + 3 のグラフをかけ. 

 

 

 

 

0 
γ α 



Z－１－2 

                        𝑓(𝑥)  <  𝑔(𝑥) をみたす 

                        𝑥 の範囲は 

              𝑦 = 𝑓(𝑥)      （           ） 

 

 

 

  α   0 β 

               𝑦 = 𝑔(𝑥) 

 

 

2. 合成関数と逆関数 

 

  𝑦 = 𝑓(𝑥) ,  𝑦 = 𝑔(𝑥) の合成関数を 

    𝑓 ( 𝑔 (𝑥) ) または （     ）とかく 

 

  𝑦 = 𝑓(𝑥) の逆関数 𝑦 = 𝑓−1(𝑥) は次の手順で求める 

 

   ① （           ）  ここで 𝑥 について解けない 

                     関数には逆関数存在しない 

                    （例） 𝑦 = 𝑥2 + 1 

 

   ② （                ）（注）定義域と値域も入れかえる 

 

性質 

 1.  𝑦 = 𝑓(𝑥) と 𝑦 = 𝑓−1(𝑥) は 直線（     ）について 

    線対称であり , それぞれの定義域と値域は（           ） 

 

 

 2.  𝑓(𝑓−1(𝑥)) =（   ）,  𝑓−1(𝑓(𝑥)) =（   ） 

 

＜チェック問題＞ 

 1. 𝑦 = 
10𝑥−10−𝑥

2
 の逆関数を求めよ. 

 2. 𝑓(1) = 3 , 𝑓−1(4) = 2 をみたす 𝑓(𝑥) = 𝑎𝑥 + 𝑏 を求めよ. 



２章 極限                     Z－２－1 

 

□ 数列極限 

lim
𝑛→∞

 𝑟𝑛 = 

{
  
 

  
 (                    )  𝑟 > 1 のとき   

(                    )  𝑟 = 1 のとき    

   (                    )  − 1 < 𝑟 < 1 のとき

(                    )  𝑟 ≦ −1 のとき

 

 

□ はさみうちの原理 

    𝑎𝑛 ≦ 𝑐𝑛 ≦ 𝑏𝑛 かつ lim   
𝑛→∞

𝑎𝑛 = lim
𝑛→∞

 𝑏𝑛 =αのとき, 

            

lim
𝑛→∞

 𝑐𝑛 =（    ） 

 

□ 無限級数  

   S = 𝑎1 + 𝑎2 + 𝑎3 + ∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙  =  lim
𝑛→∞

（     ）定義 

       ただし 𝑆𝑛 =（               ） 

  

    Sが収束       （       ）は真より 

           

    対偶 

      （        ）     Sが（       ）は真 

             この逆は（       ） 

□ 無限等比級数 

    𝑎 , 𝑎𝑟 , 𝑎𝑟2 , ……… , 𝑎𝑟𝑛−1 , …… 

  ・ 𝑎𝑛 の収束条件 

{
 
 

 
 𝑎 = 0 のとき(                    ) に収束  

 (                    ) のとき (                    ) に収束

𝑟 = 1          のとき  (                    ) に収束

 

   よって収束するための条件は（     ）または（     ） 

 

 



                               Z－２－2 

 ・ 無限等比級数の収束条件  

   𝑎 = 0 のとき   𝑆 =（     ）に収束 

  −1 < 𝑟 < 1 のとき 𝑆 =（        ） 

 

□ 関数極限 

 ・ lim
θ → 0

 
sinθ

θ
=（     ）   1 − cosθ には（     ）をかける.  

 ・ lim
θ → 0

 
tan θ

θ
=（     ） 

 ・ lim
𝑥 → ∞

 (1 +
1

𝑥
)
𝑥

=（     ）   (1 + 0)0の逆数 =（   ） 

 ・ lim
𝑥 → 0

 (1 + 𝑥)
1

𝑥 =（     ）     

 ・ lim
ℎ → 0

 
𝑒ℎ−1

ℎ
=（     ） 

 

□ 関数の連続性 

 

・ 𝑓(𝑥) が 𝑥 = 𝑎 で連続 

 定義 （          ）=  𝑓(𝑎) =（          ） 

・ 中間値の定理 

  𝑓(𝑥) が [ 𝑎 , 𝑏 ] で連続かつ ,  𝑓(𝑎)  ∙  𝑓(𝑏) < 0 

  のとき 𝑓(𝑐) =（   ）となる 𝑐 が（             ） 

  に少なくともひとつ存在する. 

 

・ 𝑓(𝑥) は以下の範囲では連続 

  
1

𝑓(𝑥)
      𝑓(𝑥)（   ）0 

 

  √𝑓(𝑥)       𝑓(𝑥)（   ）0 

 log  𝑓(𝑥)     𝑓(𝑥)（   ）0 

 

 

ただし 𝑒 =（     ） 



Z－２－3 

 ＜チェック問題＞ 

 

（１） 次の極限値を求めよ. 

① lim
𝑥→0

1−cos𝑥

𝑥2
 

  ② lim
𝑥→

𝜋

2

(𝑥 −
𝜋

2
) tan 𝑥 

  ③ lim
𝑥→0

(1 − 2𝑥)
1

𝑥 

④ lim
𝑛→∞

sin𝑛θ−cos𝑛θ

sin𝑛θ+cos𝑛θ
 （ ただし 0 <  θ < 

𝜋

2
 ） 

 

（２） 次の無限級数の収束 , 発散を調べよ. 

  ① 1 − 1 + 1 − 1 + 1 − 1⋯   

 ②∑
cos𝑛𝜋

2𝑛

∞

𝑛=1

 

 

（３） 次の関数が,すべての実数 𝑥 に対して連続と 

   なるように定数 𝑎 , 𝑏 の値を定め 𝑓(𝑥) のグラフをかけ 

        𝑓(𝑥) = lim
𝑛→∞

𝑥2𝑛−1+𝑎𝑥2+𝑏𝑥

𝑥2𝑛+1
 

 

 

 

 

 

 



３章 微分法                    Z－３－1 

□ ・ 導関数の定義 

     𝑓 (𝑥) =（                        ） 

 

  ・ 微分可能性 

     関数 𝑓(𝑥) が 𝑥 = 𝑎 で微分可能 

      （                 ）が収束する. 

     𝑥 = 𝑎 で微分可能であれば 𝑥 = 𝑎 で（       ）（逆はいえない） 

 

□   積・商の導関数 

     (𝑢𝑣)  =（        ） 

     ( 
𝑣

𝑢
 )  =（        ）  

□   合成関数の導関数 

    
𝑑𝑦

𝑑𝑥
 = 

𝑑𝑦

𝑑𝑢
 ×（   ） 

□   基本関数の導関数 

 

      𝑥𝛼      （     ） 

 

      √𝑥       （     ） 

 

     sin θ       （      ） 

 

     cosθ      （     ） 

 

        tanθ      （     ） 

 

     log |𝑥|      （     ） 

 

     log𝑎|𝑥|      （     ） 

 

      𝑒𝑥       （     ） 

      𝑎𝑥        （     ） 

´ 

´ 

´ 

微分 

 



Z－３－2 

□   媒介変数で表された関数の導関数 

    {
 𝑥 = 𝑢(θ)

 𝑦 = 𝑣(θ)
  のとき 

      
𝑑𝑦

𝑑𝑥
 =（        ） 

 

＜チェック問題＞ 

 

・ 次の関数を微分せよ. 

 

（1） 𝑦 = sin2θ                （2） 𝑦 = √𝑥2 + 1 

 

（3） 𝑦 = log(𝑥2 + 1)              （4） 𝑦 = log𝑎(𝑥
2 + 1) 

 

（5） 𝑦 = 𝑒𝑥 sin 𝑥                （6） 𝑦 = 
𝑥

𝑥+1
 

 

（7） 𝑦 = 3𝑥                 （8） 𝑦 = 𝑥log 𝑥 

 

・ 
𝑑𝑦

𝑑𝑥
 を求めよ. 

 （1） 
𝑥2

4
 + 𝑦2 = 1    （2）{

 𝑥 = θ − sin θ

 𝑦 = 1 − cosθ
 

・ 
𝑑2𝑦

𝑑𝑥2
 を 𝑡 を用いて表わせ. 

   {
 𝑥 = cos 𝑡 + 𝑡 sin 𝑡

 𝑦 = sin 𝑡 − 𝑡 cos 𝑡
 

 



４章 微分法の応用                Z－４－1 

□ 接線 

  曲線 𝑦 = 𝑓(𝑥) 上の点（ 𝑡 , 𝑓(𝑡) ）における接線の方程式は 

        𝑦 =（                 ） 

 

□ 法線 

  曲線 𝑦 = 𝑓(𝑥) 上の点（ 𝑡 , 𝑓(𝑡) ）における法線の方程式は 

    𝑓 (𝑡) ≠ 0 のとき 

      𝑦 =（          ） 

    𝑓 (𝑡) = 0 のとき 

      𝑥 =（          ） 

  これをまとめて 

   （                    ）としてよい. 

 

□ ２曲線が接する 

  ２曲線 𝑦 = 𝑓(𝑥) と 𝑦 = 𝑔(𝑥) が 𝑥 = 𝑡 で接するとき 

 （⇔ 𝑥 = 𝑡 で共有点をもち , その点における接線が一致する） 

{
 𝑓 (𝑡) = (     )

 𝑓 (𝑡) = (     )
 

□ 特定の点を通る接線 

  接点（ 𝑡 , 𝑓(𝑡) ）における（          ）をつくり, 

 （          ）して 𝑡 を求める. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

´ 

´ 

´ 



Z－４－2 

□   平均値の定理 

    関数 𝑓(𝑥) が閉区間 [ 𝑎 , 𝑏 ] ⇔（          ）で 

    連続かつ微分可能ならば 

     （          ）= 𝑓(𝑐) をみたす 𝑐 が 

     （        ）に少なくともひとつ存在する. 

 

□   極値と変曲点 

   （      ）が（       ）する点で,そのときの 

   𝑦 の値を極値といい,（     ）が（       ）する点の座標を

（     ）という. 

   その点で曲線の（     ）が変化する. 

 

      𝑓 (𝑥) > 0 ・・・ 𝑓(𝑥) が増加 

      𝑓 (𝑥) < 0 ・・・ 𝑓(𝑥) が減少 

      𝑓  (𝑥) > 0 ・・・ （     ）に凸. 

      𝑓  (𝑥) < 0 ・・・ （     ）に凸. 

 

     𝑓 (𝑎) = 0 かつ  𝑓  (𝑎) > 0 のとき 𝑥 = 𝑎 で（      ）をとる. 

     𝑓 (𝑎) = 0 かつ  𝑓  (𝑎) < 0 のとき 𝑥 = 𝑎 で（      ）をとる. 

 

□   グラフの描き方 

  ① 変域の確認 

  ② 対称性の有無 

    𝑓(𝑥) = 𝑓(−𝑥) のとき（   ）関数で（     ）対称 

    𝑓(𝑥) = −𝑓(−𝑥) のとき（   ）関数で（     ）対称 

 

  （注）このときは 𝑥 ≧ 0 でのみ増減を調べればよい. 

 

 

 

 

 

 

´ 

´ 

´ 

´ 

´ 

´ ´ ́ 

´ ´ ́ 

´ 

´ 



Z－４－3 

（グラフの描き方続き） 

 

  ③ 微分 （通常は 1 階微分まで 変曲点や凹凸が必要ならば 2階微分まで） 

 

  ④ 極限 

   ・ lim
𝑥→±∞

𝑓(𝑥) , 𝑥 = 𝑎 で不連続の場合 , lim
𝑥→𝑎±0

𝑓(𝑥) など 

    極限を調べると漸近線の存在が判断出来る 

      lim
𝑥→∞

𝑓(𝑥) = 𝑎 ⇔ 直線（       ）が漸近線 

      lim
𝑥→∞

{ 𝑓(𝑥) − (𝑎𝑥 + 𝑏)｝ = 0 ⇔ 直線（       ）が漸近線 

＜チェック問題＞ 

    𝑓(𝑥) = 
𝑥2−2𝑥+2

𝑥−3
 の漸近線を求めよ.（漸近線だけでよい） 

      lim
𝑥→∞

𝑓 (𝑥) = 𝑎 ⇔ 直線（       ）が漸近線 

＜チェック問題＞ 

    𝑓(𝑥) = log
𝑒𝑥+𝑒−𝑥

2
 の漸近線を調べてグラフをかけ. 

  （ロピタルの定理） 
0

0
 , 

∞

∞
 の不定形において 

     lim
𝑥→𝑎

 
𝑓(𝑥)

𝑔(𝑥)
 = lim

𝑥→𝑎
 
(     )

(     )
  （ただし高校範囲外） 

 

  ⑤ 分数関数の極限 

     F(𝑥) = 
𝑔(𝑥)

𝑓(𝑥)
 が 𝑥 = 𝑎 で極値をとるとき 

     F(𝑎) =（     ） 

漸近線 

 

 

 

´ 



Z－４－4 

（グラフの描き方続き） 

 

＜チェック問題＞ 

 𝑓(𝑥) = 
2𝑥2+3𝑥+1

2𝑥−3
 の極小値を求めよ. 

 

 ⑥ 媒介変数で表された曲線のグラフ 

    {
 𝑥 =  𝑓(𝑡)

 𝑦 = 𝑔(𝑡)
 

𝑥 -- α -- β -- γ - 

𝑑𝑥

𝑑𝑡
 + 0 + − + 0 − 

𝑑𝑦

𝑑𝑡
 + + + 0 − − − 

(𝑥 , 𝑦) （   ） (𝑥𝛼  , 𝑦𝛼) （   ） (𝑥𝛽 , 𝑦𝛽) （   ） (𝑥𝛾 , 𝑦𝛾) （   ） 

 

（   ）に増減の矢印を記入する 

 

□ 方程式の実数解 

・ 𝑓(𝑥) = 0 を満たす実数解 𝑥 ⇒ 𝑦 = 𝑓(𝑥) と（   ）軸との共有点の（   ）座標 

 

 ・ 𝑓(𝑥) = 𝑎 を満たす実数解 𝑥 の個数 

   ⇒ {
 𝑦 = (             )

 𝑦 = (             )
 の共有点の個数を調べる. 

   このとき共有点の（  ）座標が実数解の値となる. 

 

 ・ 中間値の定理 

   𝑦 = 𝑓(𝑥) が閉区間 [ 𝑎 , 𝑏 ] で連続であり, 

   𝑓(𝑎)・𝑓(𝑏) （  ）0 であれば開区間 （a,b） に 

   𝑓(𝑥) = 0 となる 𝑥 が少なくともひとつ存在する. 

 



Z－４－5 

□ 不等式の証明 

  𝑓(𝑥) ≧ 𝑔(𝑥) を示す. 

  ℎ(𝑥) = 𝑓(𝑥) − 𝑔(𝑥) とおき, （     ）≧０ を示す. 

 

□ 速度・加速度・近似式 

 ◦動点 Pの座標 (𝑥 , 𝑦) が時刻 𝑡 の関数として与えられるとき,すなわち 

{
 𝑥 =  𝑓(𝑡)

 𝑦 = 𝑔(𝑡)
 のとき 

    速度ベクトル 𝑣⃗  =（    ,   ） 

       速さ  |𝑣⃗| =（              ） 

   加速度ベクトル 𝛼⃗ =（    ,     ） 

   加速度の大きさ |𝛼⃗| =（          ） 

 

・ 1 次近似式 

（１） 𝑥 ≒ 0 のとき 

     𝑓(𝑥) ≒（          ） 

  （注）これは 𝑦 = 𝑓(𝑥) の（  ,  ）における接線の方程式 

（２） ℎ ≒ 0 のとき 

    𝑓(𝑎 + ℎ) ≒（                  ） 

  （注）これは 𝑦 = 𝑓(𝑥) の（  ,  ）における接線の方程式 

     

 

 ＜チェック問題＞ 

    √99.98 を求めよ. 

 

 

 

 



５章 積分法                    Z－５－1 

▶不定積分の公式 （積分定数 C は省略してよい） 

（１）∫𝑥𝛼𝑑𝑥 =（          ） 

（２）∫
1

𝑥
𝑑𝑥 =（          ） 

（３）∫𝑒𝑥𝑑𝑥 =（          ）ただし 𝑒 =（     ） 

（４）∫𝑎𝑥𝑑𝑥 =（          ）（𝑎 > 0 , 𝑎 ≠ 1） 

（５）∫sin 𝑥 𝑑𝑥 =（          ） 

（６）∫cos𝑥 𝑑𝑥 =（          ） 

（７）∫
1

cos2𝑥
𝑑𝑥 =（          ） 

（８）∫
1

sin2𝑥
𝑑𝑥 =（          ） 

 

（９）∫log𝑥 𝑑𝑥 =（          ） 

（10）∫
1

2√𝑥
𝑑𝑥 =（          ） 

※（11）∫
1

√𝑥2 + 1
𝑑𝑥 =（          ） 

※（12）∫√𝑥2 + 1𝑑𝑥 =（          ） 

 

 

 

 

 

 

 



Z－５－2 

▶ 置換積分の公式  

 

∫𝑓(𝑥)𝑑𝑥 =F(𝑥)とするとき 

 

∫𝑓(𝑎𝑥 + 𝑏)𝑑𝑥 =（          ）（𝑎𝑥 + 𝑏 が 1次式） 

  

∫
𝑓(𝑥)

𝑓(𝑥)
𝑑𝑥 =（          ） 

 

∫{𝑓(𝑥)}
𝑛

∙ 𝑓  (𝑥)𝑑𝑥 = ∫{𝑓(𝑥)}
𝑛

𝑑(          ) =（        ） 

＜チェック問題＞ 

     ∫ sin(3𝑥 + 1)𝑑𝑥 = 

    

    ∫
sin 𝑥

cos 𝑥
𝑑𝑥 = 

   

    ∫ 𝑒2𝑥 𝑑𝑥 = 

 

       ∫ sin3𝑥 cos 𝑥 𝑑𝑥 = 

 

▶ 部分積分法 

   ∫𝑢 𝑣𝑑𝑥 =（        ） 

＜チェック問題＞                         部分積分法 

   ∫𝑥2 sin 𝑥 𝑑𝑥 =                              

 

sin 𝑥 （    ）（   ） （   ） 

𝑥2    2𝑥     2     （   ） 

´ 

´ 

´ 

◦ 

◦ 

◦ 

◦ 



Z－５－3 

▶ 定積分  

 ∫𝑓(𝑥)𝑑𝑥 =F(𝑥)とするとき 

 ∫ 𝑓(𝑥)
𝑏

𝑎

𝑑𝑥 =（          ） 

 

◦ 偶関数  𝑓(−𝑥) =（     ）で（  ）軸対称 

このとき∫ 𝑓(𝑥)
𝑎

−𝑎

𝑑𝑥 =（     ） 

 

◦ 奇関数  𝑓(−𝑥) =（     ）で（  ）対称 

このとき∫ 𝑓(𝑥)
𝑎

−𝑎

𝑑𝑥 =（     ） 

 

  ∫ 𝑓(𝑥)
𝑏

𝑎

𝑑𝑥 + ∫ 𝑔(𝑥)
𝑏

𝑎

𝑑𝑥 =（        ） 

  

    ∫ 𝑓(𝑥)
𝑏

𝑎

𝑑𝑥 + ∫ 𝑓(𝑥)
𝑐

𝑏

𝑑𝑥 =（     ） 

  

   ∫ sin𝑛𝑥𝑑𝑥 = ∫ cos𝑛𝑥𝑑𝑥

𝜋
2

0

𝜋
2

0

 

   = {
 (               ) ( 𝑛 が偶数)

 (               ) ( 𝑛 が寄数)
 

  ∫ √𝑎2 − 𝑥2
𝛽

𝛼

𝑑𝑥      𝑥 =（       ）,（        ） ≦ θ ≦（    ） 

  ∫
1

√𝑎2 + 𝑥2
𝑑𝑥      𝑥 =（       ）,（        ）＜ θ ＜（    ）

𝛽

𝛼

 

 

  
𝑑

𝑑𝑥
∫ ℎ(𝑡)𝑑𝑡 =（                   ）
𝑞(𝑥)

𝑝(𝑥)

 

 とくに 𝑎 を定数として 

  
𝑑

𝑑𝑥
∫ ℎ(𝑡)𝑑𝑡 =（        ）
𝑥

𝑎

 

◦ 

◦ 

◦ 

◦ 

◦ 

とおく 

とおく 



Z－５－4 

▶ 区分求積法 

   lim
𝑛→∞

1

𝑛
∑ 𝑓

𝛽

𝑘=𝛼

(
𝑘

𝑛
) = (          ) 

      ただし lim
𝑛→∞

𝛼

𝑛
 = 𝑠 ,  lim

𝑛→∞

𝛽

𝑛
 = 𝑡 とする 

＜チェック問題＞ 

   （例）（１） lim
𝑛→∞

1

𝑛
                   を求めよ. 

 

      （２） lim
𝑛→∞

1

𝑛
                   を求めよ. 

 

▶ 不等式と定積分 

 区間 [ 𝛼 , 𝛽 ] で  𝑓(𝑥) ≦ 𝑔(𝑥) のとき 

 

   （                   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

∑( 
𝑘

𝑛
 )
2𝑛

𝑘=1

 

 

∑ 𝑒
𝑘
𝑛

3𝑛+3

𝑘=𝑛−1

 



６章 積分法の応用                 Z－６－1 

▶ 面積 

 ◦              𝑦 = 𝑓(𝑥)   斜線部分の面積 Sとすると 

                       S =（         ） 

 

                𝑦 = 𝑔(𝑥) 

                                  𝑥 

                  

 

   α         𝛽 

 ◦  極方程式 𝑟 = 𝑓(θ) 

 

                       S =（         ） 

 

 

              

 

                    𝑥 

 

▶ 体積           𝑦 = 𝑓(𝑥)    斜線部分を 𝑥 軸のまわりに 

                      回転して出来る立体の体積 V 

 

                                         V=（          ）  

    α      β    𝑥 

                𝑦 = 𝑓(𝑥) 

 

 

                  𝑦 = 𝑔(𝑥) 

 

                      V=（          ） 

       α     β     𝑥 

 

 

𝛽 
α 



Z－６－2 

▶ バームクーヘン積分  

    𝑦          𝑦 = 𝑓(𝑥) 

                     斜線部分を 𝑦 軸のまわりに 

                     １回転して出来る立体の体積 V 

               𝑦 = 𝑔(𝑥) 

                      V=（          ） 

 

 

 

円筒分割法 

 

 

 

 

 

＜チェック問題＞ 

                                                                 

斜線部分を 𝑦 軸のまわりに１回転して出来る 

                   立体の体積を求めよ. 

                     V=（          ） 

            𝑦 = sin 𝑥     

   

     

    0           𝜋  𝑥               

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

α β 

𝑦 
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                   𝑦 = 𝑥 

                      斜線部分を直線 

                        𝑦 = 𝑥 

                                     のまわりに１回転して出来る 

                  𝑦 = 𝑓(𝑥)  立体の体積 V 

                                                

                       V=（        ） 

 

                      ただしここでは 

          α       β       {
ℓ =（     ）

 𝑟 =（     ）ℓ
 

                       となる 

 

  傘型分割 

 

 

 

 

 

 

▶ 変位と道のり  

 

   𝑥 = 𝑓(𝑡) ,  𝑦 = 𝑔(𝑡) （ α ≦ t ≦ β ）のとき 

  P（𝑥 , 𝑦）の 

   

{
 
 

 
  速度ベクトル 𝑣⃗ =（   ,    ）            

 加速度ベクトル 𝛼⃗ =（   ,    ）    

速さ（   ） =（        ） 

 

 

    道のり L =（          ） 

 

𝑟 
ℓ 

▶ 傘型分割 



Z－６－4 

▶ 曲線の長さ 

 

（１）𝑦 = 𝑓(𝑥)   𝑎 ≦ 𝑥 ≦ 𝑏 における曲線の長さ L 

 L =（          ） 

（２） 𝑥 = 𝑓(𝑡) ,  𝑦 = 𝑔(𝑡) （ α ≦ t ≦ β ）の曲線の長さ L 

L =（          ） 

  ㊟ よく使う変型 

        √1 − cos 𝑡 = √(                                   )2 =（        ） 

       √1 + cos 𝑡 = √(                                   )2 =（        ） 

       √1 − sin 𝑡 = √(                                    )2 =（        ） 

       √1 + sin 𝑡 = √(                                     )2 =（        ） 

 

＜チェック問題＞ 

∫ √1+ sin 𝑡
𝜋

0

𝑑𝑡 

 

 

 

 

 

 

 

 



７章 平面上のベクトル               Z－７－1 

 ・ 和                                         D 

 AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ + BC⃗⃗⃗⃗⃗⃗ + CD⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =（        ）               

                     A               

 ・ 差  OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗  + AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =（     ）         

   より 

   AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =（         ） O              B 

                                                    B 

 ・ 平行 AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗  // CD⃗⃗⃗⃗⃗⃗          A          D 

  ⇒（      ） 

                              

 ・ 一直線上                                           C 

  AC⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =（          ）                B 

                    A 

 ・ 成分 

  （     ）の座標 － （     ）の座標 

 

        𝑎⃗ = ( 𝑥1 , 𝑦1 ) , 𝑏⃗⃗ = ( 𝑥2 , 𝑦2 ) のとき 

     𝑎⃗ // 𝑏⃗⃗ ⇒（          ） 

      |𝑎⃗|  =（          ） 

      𝑎⃗  ∙  𝑏⃗⃗    =（          ） 

      cos θ   =（          ） 

 

    A ( 𝑎⃗ ) , B ( 𝑏⃗⃗ )としたとき⊿ OAB の面積 S とするとベクトルで 

     𝑆 =
1

2
 √(            ) 

     𝑆 =
1

2
 (                                                           ) 成分で 

     | 𝑎⃗ − 𝑏⃗⃗ |
2
=（                ） ベクトルで 

     | 𝑎⃗ |2 − | 𝑏⃗⃗ |
2
=（               ）ベクトルで 

     𝑎⃗ 丄 𝑏⃗⃗ ⇔（                ） ベクトルで 

C 

A 

C 

B 



Z－７－2 

  𝑎⃗ , 𝑏⃗⃗ を 𝑚 ∶ 𝑛 に内分する点の位置ベクトルは 

   𝑝⃗ =（                  ） 

  𝑎⃗ , 𝑏⃗⃗ を 𝑚 ∶ 𝑛 に外分する点の位置ベクトルは 

   𝑝⃗ =（                  ） 

  A ( 𝑎⃗ ) , B ( 𝑏 ⃗⃗⃗ ⃗) , C ( 𝑐 ) のとき 

 ⊿ ABCの重心の位置ベクトルは 𝑔⃗ =（          ） 

【チェック問題】 

・OP⃗⃗⃗⃗⃗⃗  =  
3OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗  + 2OB⃗⃗⃗⃗⃗⃗

3+2
  P は AB を（     ）に（   ）分する. 

・OP⃗⃗⃗⃗⃗⃗  =  
5OA ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗− 2OB⃗⃗⃗⃗⃗⃗

5−2
  P は AB を（     ）に（   ）分する. 

ベクトル方程式 

       A 

               OP⃗⃗⃗⃗⃗⃗  = α OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗  + β OB⃗⃗⃗⃗⃗⃗  とするとき 

 

 

  O                    B 

                          

P が直線 AB 上⇒（                     ） 

P が線分 AB 上⇒（                     ） 

 

       P (𝑝⃗)  Pが A (𝑎⃗) を中心とし半径 𝑟 の円周上のとき 

 

                     |                           | =  𝑟 

A (𝑎⃗)              

         P ( 𝑝 ⃗⃗⃗⃗⃗) 

A ( 𝑎⃗⃗⃗ ⃗ )            P が線分 AB の垂直 2等分線上のとき 

                （             ） 

           B ( 𝑏 ⃗⃗⃗ ⃗) 

                          

        

                P が Aを通り, OAに垂直な直線上のとき 

              （             ） 

  O         P ( 𝑝 ⃗⃗⃗⃗⃗) 

𝑟 

A ( 𝑎⃗⃗⃗ ⃗ ) 



８章 空間のベクトル                Z－８－1 

① A（ 𝑥1 , 𝑦1 , 𝑧1 ）, B（ 𝑥2 , 𝑦2 , 𝑧2 ） 

     AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =（             ）（ 成分で ） 

     |AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ | = (                       ) 

 

  AB を 𝑚 ∶ 𝑛 に内分する点 P ( 𝑝⃗ ) 

  𝑝⃗ =（       ,       ,       ） 

 

  AB を 𝑚 ∶ 𝑛 に外分する点 P ( 𝑝⃗ ) 

  𝑝⃗ =（       ,       ,       ） 

 

② 𝑎⃗ =（ 𝑎1 , 𝑎2 , 𝑎3 ）, 𝑏⃗⃗ = ( 𝑏1 , 𝑏2 , 𝑏3 ) 

   𝑎⃗ ∙ 𝑏⃗⃗ =（                  ） 

 

  𝑎⃗ と 𝑏⃗⃗ のなす角 θ とすると 

  cos θ =（             ）（ 成分用いて ） 

           面積 S 

     𝑎⃗                S =（             ） 

                   ( 𝑎⃗ , 𝑏⃗⃗ ) を用いて 

 

 

 

③ 4 点 A , B , C , Pが同一平面上 

  AP⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =（               ） 

  OP⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =ℓOA⃗⃗⃗⃗⃗⃗ + 𝑚 OB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ + 𝑛 OC⃗⃗⃗⃗⃗⃗  

とするとき, ℓ, 𝑚 , 𝑛 の関係は 

（                   ） 

 

                 

④ 正四面体  

                     辺の長さ１のとき 

                              C    OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗  ∙ AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =（          ） 

      A             

 

                         B 

O 

𝑏⃗⃗ 



Z－８－2 

⑤          𝑏⃗⃗         𝑏⃗⃗ の 𝑎⃗ への正射影ベクトルは 

 

                   ( 
 
               ) 

                        

 

【チェック問題】                            

  ・A ( 0 , 1 , 2 ) ,   B ( －1 , 2 , 5 ) 

          AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗  =（               ） 

     | AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗  | = (                         ) 

  ・A B を 2 : 1に内分する点 P ( 𝑝⃗ ) 

       𝑝⃗ =（               ） 

  ・A B を 3 : 1に外分する点 P ( 𝑝⃗ ) 

       𝑝⃗ =（               ） 

  ・𝑎⃗ =（ 2 , 1 , 0 ）, 𝑏⃗⃗ = ( －1 , 3 , 2 ) 

    𝑎⃗ ∙ 𝑏⃗⃗ =（                  ） 

  𝑎⃗ と 𝑏⃗⃗ のなす角 θ とすると 

cos θ =（                  ） 

 

               面積 S 

               S =（               ） 

 

          𝑏⃗⃗   

 

・A ( 1 , 2 , 3 ) ,   B ( 4 , 0 , 5 ) ,   C ( 3 , 1 , 2 )  P ( 0 , 3 , 𝑎 ) 

 

4 点 A , B , C , Pが同一平面上のとき 

𝑎 =（   ） 

                

 ・               AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗   , AC⃗⃗⃗⃗⃗⃗  を用いて OH⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ = OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +（        ） 

                 とおき 

                C  OH⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ∙ AB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = OH⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ∙ AC⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =（   ） 

           A        H        

𝑎⃗ 

O 

𝑎⃗ 

B 



Z－８－３ 

・            

          ( 3 , 0 , 5 ) 

                                              𝑥⃗ = (    ,    ,    ) 

                                   ( 1 , 2 , 3 ) 

                       𝑥⃗         

 

 

正射影ベクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O 



９章 複素数平面                  Z－９－１ 

▶ 𝑧 = 𝑎 + 𝑏𝑖 とすると 𝑧̅ =（     ）共役複素数 

  𝑧 が実数のとき（   ）＝ 0 だから , 𝑧 が実数となる条件は 

      （     ）＝（     ） 

  𝑧 が純虚数のとき（   ）＝ 0 ,（    ）≠ 0 だから 

（     ）＝（     ）かつ（     ）≠（     ） 

𝑎 , 𝑏 を用いて |𝑧| =（     ）また 𝑧𝑧̅ =（     ）だから  

|𝑧|2 =（      ）が成り立つ 

 

▶ 極形式                                                                     𝑧  

 右の図で                               𝑟 

  𝑧 =（            ）                   θ 

 

 

 

▶ 積商 

  𝑧1 = 𝑟1(cosθ1 + 𝑖 sin θ1) 

  𝑧2 = 𝑟2(cosθ2 + 𝑖 sin θ2) 

のとき 𝑧1𝑧2 =（                ） 

      
𝑧1

𝑧2
=（                ）だから 

   |𝑧1𝑧2| =（          ） 

   arg 𝑧1𝑧2 =（         ） 

   arg 
𝑧1

𝑧2
=（          ） 

▶ ド・モアブルの定理 

  𝑧 = (cosθ + 𝑖 sin θ) のとき 

  𝑧𝑛 =（                   ）（ 𝑛 は整数 ） 
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▶ 図形                              𝑧1 

  ∠𝑧1𝑜𝑧2  = arg（     ）−arg（     ） 

= arg（     ）                                          𝑧2 

                                                   

                               0  

  ∠𝑧1𝑧3𝑧2 = arg (                    ) − arg (                    )              𝑧1 

= arg（     ） 

                                                                            𝑧2 

これより 3点 𝑧1𝑧2𝑧3 が一直線上のとき                               

    （       ）は実数              𝑧3 

また 𝑧1𝑧3 丄 𝑧2𝑧3 のとき 

  （        ）は純虚数 

 

▶            𝑧2    𝑧2 が 𝑧1 を中心とする半径 𝑟 の円周上のとき 

           𝑟        （        ）= 𝑟 

           𝑧1 

 

 

 

 

          𝑧3         𝑧3 が 𝑧1𝑧2 を両端とする線分の 

                   垂直二等分線上の点のとき 

                  （        ）=（        ） 

 

 

                𝑧2 

 

 

＜チェック問題＞ 

     (1) 𝑧𝑧̅ − 7𝑧 − 7𝑧̅ + 13 = 0 のとき 𝑧 の描く図形を求めよ. 

     (2) A（1 + √3𝑖）, 原点O とするとき 

        △ AOB が ∠A = 
𝜋

2
 の直角二等辺三角形となるような B を表す 

               複素数をすべて求めよ. 

𝑧1 



1０章 式と曲線                  Z－１０－１ 

 放物線 

  定義  定点 F , 動点 P から定直線ℓにおろした垂線の足 Hとして 

      （      ）=（      ）をみたす点の集合 

 標準形  𝑦2 =（        ） 

    このとき焦点（   ,   ）, 準線 𝑥 =（     ） 

               

                 

   

    

     

−𝑝         0        F(𝑝, 0） 

 

                

  ℓ  

 

＜チェック問題＞ 

 (1) (𝑦 − 1)2 = 4 ∙ 2 ∙ (𝑥 + 3) のとき 

       焦点と準線を求め , 図示せよ. 

 

 

 

 

           (2) 直線 𝑦 = 1 に接し , 円 𝑥2 + (𝑦 + 2)2 = 1 に外接する 

          円の中心 Pの軌跡の方程式を求めよ. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P H 



楕円                        Z－１０－2 

 定義  2定点 F , F , 動点 Pとするとき 

    （       ）= 2𝑎 をみたす点の集合 

 標準形   （        ）= 1   （𝑎 > 𝑏 > 0） 

        𝑦 

 

 

 

−𝑎     0       𝑎  𝑥 

 

        

       

 

このとき 中心は（   ,   ） 

     長軸の長さ （    ）, 短軸の長さ（    ） 

     焦点（     ,     ） 

 

＜チェック問題＞ 

 

  (1)  5𝑥2 + 9𝑦2 − 20𝑥 + 18𝑦 − 16 = 0 

     の表す楕円の中心 , 焦点の座標を求め図示せよ. 

     また楕円上の点 P とするとき PF＋PF の値を求めよ. 

       

  (2)  円 (𝑥 + 2)2 + 𝑦2 = 49 に内接し, 円 (𝑥 − 2)2 + 𝑦2 = 1 

     に外接する円の中心 P の軌跡の方程式を求めよ. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

´ 

´ 

𝑏 

−𝑏 



双曲線                       Z－１０－3 

定義  2 定点 F , F , 動点 P とするとき 

   （          ）= 2𝑎 をみたす点の集合 

標準形  ・ （           ）= 1（𝑎 > 0 , 𝑏 > 0） 

        𝑦 

         

        このとき 焦点（     ,     ） 

                   | PF − PF | =（     ） 

                   漸近線 𝑦 =（       ） 

                    

−𝑎   0     𝑎   𝑥 

 

 

 

 

 

     ・ （           ）= −1（𝑎 > 0 , 𝑏 > 0） 

        𝑦 

            

        このとき 焦点（     ,     ） 

                    | PF − PF | =（     ） 

                    漸近線 𝑦 =（       ） 

 

      0         𝑥 

 

 

 

 

 

＜チェック問題＞ 

  (1) 双曲線 4𝑥2 − 9𝑦2 − 8𝑥 − 18𝑦 − 41 = 0  

     の焦点の座標と漸近線の方程式を求め図示せよ. 

 

(2) 2つの円 (𝑥 + 5)2 + 𝑦2 = 16 , 円 (𝑥 − 5)2 + 𝑦2 = 4 

  の両方と外接する円の中心 P の軌跡の方程式を求めよ. 

´ 

´ 

´ 

𝑏 

−𝑏 



2 次曲線の接線                     Z－１０－4 

 

◦ 𝑦2 = 4𝑝𝑥 上の点（𝑥1 , 𝑦1）における接線の方程式は 

     （               ） 

◦ 𝑥
2

𝑎2
+
𝑦2

𝑏2
= 1 上の点（𝑥1 , 𝑦1）における接線の方程式は 

     （               ） 

◦  
𝑥2

𝑎2
−
𝑦2

𝑏2
= 1 上の点（𝑥1 , 𝑦1）における接線の方程式は 

     （               ） 

 

曲線の媒介変数表示 

 

◦ 円 (𝑥 − 𝑎)2 + (𝑦 − 𝑏)2 = 𝑟2 （ 𝑟 > 0 ） 

    𝑥 =（     ）, 𝑦 =（     ） 

 

◦ 楕円 
𝑥2

𝑎2
+
𝑦2

𝑏2
 = 1 （ cos2 θ + sin2 θ =（     ）に対応 ） 

    𝑥 =（     ）, 𝑦 =（     ） 

 

◦ 双極線 
𝑥2

𝑎2
−
𝑦2

𝑏2
 = 1 （ 1+tan2 θ =（     ）に対応 ） 

    𝑥 =（     ）, 𝑦 =（     ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極座標と極方程式                    Z－１０－5 

◦ 直交座標と極座標                点 P の極座標は 

   𝑦        P （𝑥 , 𝑦）    （   ,   ） 

       𝑟               ここで 

                       θ を（     ）という. 

                 また直交座標を（𝑥 , 𝑦） とすると 𝑟 , θ を用いて 

                      

{
 
 

 
 𝑥 = (     )

𝑦 = (     )

 𝑥2 + 𝑦2 = (     )

 

◦ 極方程式    ℓ 

  ①                 直線ℓの極方程式は 

                  （       ） 

 

        α 

 

 

                  

 

       ℓ   

         （ 𝑝,α）      直線ℓの極方程式は 

                   （       ） 

       

 

    α 

 

 ②  

   

                  円の極方程式は 

                    （       ） 

 

θ 

𝑎 0 

𝑥 



Z－１０－6 

                     円の極方程式は 

                    （             ） 

 

0         (𝑎 , 0) 

 

 

 

 

④ 

                     円の極方程式は 

        （ 𝑐 , 𝛽 ）               

                （                    ）  

 

        

 

                     

   β 

 

 

 

＜チェック問題＞ 

 

 （１） 極方程式が 𝑟cos2θ = 2cosθ で表される曲線を 

     直交座標の方程式で表せ. 

  

（２） 原点を焦点とし, 直線 𝑥 = 𝑎 ( 𝑎 > 0 ) を準線とする 

    放物線の極方程式を 𝑟 = 𝑓(θ) の形で求めよ. （ 𝑟 > 0 ） 

 

（３） 楕円 
(𝑥+1)2

2
+ 𝑦2 = 1 の極方程式を 𝑟 = 𝑓(θ)（𝑟 > 0） 

    の形で求めよ. 

 

 

 

𝑎 

③ 

 



＜ MEMO ＞ 
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